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【要旨】
市町村立博物館の自治体における政策的位置づけと地域社会における役割を考察

するため、秋田県内市町村立博物館の設置条例と閉館に至った博物館の常任委員会記
録の分析を試みた。その結果、県内の市町村立博物館は、博物館の目的を達成するた
めの事業や職員体制、博物館協議会の設置について条例で明確に定めていない館が多
く、行政活動の根拠を明確に住民に示せず、博物館の存在意義の低下につながってい
ると考えられた。また廃止された博物館は、これまで資料や施設の利活用が十分行わ
れておらず、条例で定める「市民の文化の育成及び向上」に貢献できず、閉館後の収
蔵資料の活用についても十分に検討されていなかった。廃止の議論の中では、総合的
に博物館や収蔵資料を活用することが求められており、資料の様々な価値を地域住民
とともに創出し、地域社会の様々な場面における活用の検討が必要と考えられた。

１．研究の目的と方法
公立博物館を所管する多くの市町村の財政状況は厳しく、博物館の運営や活動は、予算
の確保や職員配置の観点から厳しい局面に立たされている。秋田県内では、その地域独自
の価値ある収蔵資料があるものの、十分な展示や普及活動が展開できず、役目を終えたと
して閉館に至った博物館もある!)。
これまでの研究において、秋田県内の市町村立博物館は、その自治体の歴史や民俗、産

業などの郷士資料を中心としていること、「郷士の発展」「郷士の学習」「地方文化の向上」
が主な目的とされ、博物館事業として「資料の収集保存」「調査研究」「展示」を行うこと
が定められているケースが多いことが示されている２)。さらに、秋田県内における博物館
を設立した市町村では、その自治体の総合計画において、「文化財の保護と活用」「芸術・
文化の振興」「観光の振興」という目標が定められているものの、その目標の達成に博物館
があまり期待されていないことが示されている３)。すなわち、秋田県内の市町村では、博
物館を設立し資料を展示することが主な目的とされ、博物館の活動を通じた存在意義を発
揮出来ず、その結果、自治体の総合計画において博物館の位置づけが弱くなっていると推
測されている4)。
一方で、市町村の公立博物館には、基本的にはその地域ならではの資料と情報が集積し
ている。博物館はそれらを生かし、地域的課題の解決や生涯学習の推進など、独自の博物
館活動を通じて公共的役割を推進し、多くの地域住民の理解と支援を得ながら、地域社会
に貢献しなければならない責務がある。公立博物館が地域住民の負託に応え、活動し、地
域に貢献するためには、その自治体の政策的位置づけの観点から博物館活動の分析が必要
である。すなわち、その地域において、博物館の使命や役割、博物館の達成目標、そのた
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その結果、平成２５年４月１日現在、秋田県内には９８館の博物館が存在し、その内訳は
登録博物館が７館、博物館相当施設は４館、博物館類似施設が８７館であった。うち、市町
村立博物館は、登録博物館が３館、博物館相当施設がｌ館、博物館類似施設が７４館の計
79館であった。市町村立の登録博物館、博物館相当施設の管理運営主体は全て教育委員会
であった。一方、市町村立の博物館類似施設は、教育委員会が管理運営しているケースが
多いが、首長部局による管理や指定管理者による管理を導入しているケースも見受けられ
た。

３．秋田県内の市町村立博物館の設置条例の分析
次に、秋田県内の市町村立博物館の設置条例について分析を試みた。その結果を表２に

示す。施設単独で設置条例が定められている博物館は79館中６９館であった。残りの１０館
は、博物館が公園内にあるため、都市公園条例や自然公園設置条例により施設の設置が定
められている場合（6館)、図書館に資料室が併設されているため図書館設置条例で設置が
定められている場合（1館)、設置条例が把握できない場合（3館)、に分類された。これら
の10館は全て博物館類似施設であった。
施設単独で設置条例が制定されている６９館の設置条例の制定事項（表２）は、おおむね
「設置及び目的」「施設の名称及び位置」「所管及び職員･組織体制に関する事項」「休館日・
開館時間等管理に関する事項」「入館料・使用料に関する事項」「施設使用の許可と制限に
関する事項」「入館料・使用料の減免に関する事項」「博物館協議会に関する事項」「実施事
業に関する事項」「損害賠償義務」「規則への委任」などで構成されていた。指定管理者に
よる管理運営が行われている場合は、その事項も含まれていた。なお、「施設使用の許可と
制限」については、入館を含め、館内の施設・設備などの使用の許可・制限を全て含んだ
ものとして取り扱い、「博物館協議会に関する事項」については、博物館法に定める「博物
館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、館長に対して意見を述べる」役割だけでな
く、地域住民の意見を反映させる手段としての運営協議会や審議会を含めたものとして取
り扱った。「損害賠償義務」については、その対象を博物館の展示資料だけでなく、施設・
設備を含めたものとして取り扱った｡指定管理者による管理運営が定められている場合は、
「指定管理者による管理」だけでなく、「指定管理者による業務」についても定められてい
るかどうか整理をした。
博物館の設置の基本的な事項である「設置及び目的」「施設の名称及び位置｣、より詳細
な運営上のルールを別途規則に定める「規則への委任」については、全ての博物館におい
て条例で制定されていた。「入館料・使用料に関する事項」については６０館（87％）が、
「入館料・使用料の減免に関する事項」については５５館(80%)が、「使用の許可と制限
に関する事項」については、４９館(71%)が条例で定めていた。また、「損害賠償義務」
については44館（69％）が条例で定めていた。
博物館の運営に関する事項のうち､｢所管及び職員･組織体制に関する事項｣については、
４５館（65％）が条例で定めていた。「博物館協議会に関する事項」については、条例で定
めていたのは34館（50％）であった。一方、博物館設置の目的を達成するための「実施事
業に関する事項」について条例で定めている博物館は１４館（20％）にすぎなかった。
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設立と運営という行政活動の根拠が揺らいでいる状態であるといえ、その厳しい局面をつ
くった一因が条例を制定した行政側にもあるといえるのではないか。
また、市町村では一般的に地域づくりの指針である「総合計画」を定めているが、総合
計画の中に定めた「文化財の保護と活用」「芸術・文化の振興」などの目標を達成する手段
として博物館が求められていない12)。この一因に、博物館設置条例の制定内容の貧弱さが
あると考えられる。博物館を通じた行政活動の意義や役割が条例で十分に定められていな
い故、「総合計画」において行政活動の根拠や指針を地域住民に示すことができない状況に
あると考えられる。

（３）廃止の議論からみた地方の公立博物館の政策的位置づけと地域社会における役割
存在意義が低下した博物館の帰結が休館・閉館である。前述した閉館に至った博物館に
ついて、その常任委員会での議論を分析すると、住民の代表である議員側からは「資料の
保存と活用」「集客への努力」「他施設の収蔵資料及び活用方法との連携や整合性」「閉館後
の施設の利活用」などの懸念が示されている。一方行政側からは、「要望があれば対応する」
「観光施設としての誘客や活用は考えていない」「資料の収蔵・保管とPRが課題である」
「施設どうしが連携した展示の話し合いは行われていない」｢廃止後の施設の使い方を検討
する」など、これまでの博物館活動やこれからの資料の利活用について積極的な姿勢は見
受けられない。これらの議論からは、両施設の設置条例に定められた「市民の文化の育成
及び向上に資する」ための活動は、「資料の収蔵と展示」以外はほとんど行われなかったと
推測される。また、両施設とも、博物館協議会の設置は条例で定められておらず、地域住
民の意見を反映させる手段を持たなかった。それぞれの施設の地域の審議会で、資料展示
を継続する要望は出されたものの、資料館の廃止はやむを得ないという意見が出されてい
ることから、地域住民と博物館や収蔵資料の間に距離があり、かつ地域住民が博物館を単
なる資料の収蔵・展示施設といった認識でとらえていたと推測される。博物館がその地域
社会において身近な存在で、かつ「市民の文化の育成及び向上」に貢献できる施設ではな
かったといえる。
常任委員会では、閉館に伴う収蔵資料の活用が議論されている。博物館では一般的に「こ
の施設にはこういう資料があります｣など､資料の名称や形態などをそのまま広報しても、
即誘客に結びつけるのは困難である。それらの資料が希少価値や学術的価値を有していて
も、地域住民や博物館利用者がその価値を認め共有し、地域住民の日常生活を含めた様々
な場面で利活用できるしくみが構築されていないからである。今回の博物館の廃止事例か
らは、これまでの歩みの中で収蔵資料を理解し、資料の新たな価値を地域住民とともに創
出し、地域社会や地域住民がその価値を共有し、利活用するしくみは構築されなかった。
また、学校教育や観光振興などの観点から、その資料の価値を見いだし、活用する具体的
な仕組みについても検討されることはなかった。市の指定文化財も含まれている収蔵資料
であるが、その地域社会において資料の「お蔵入り」が懸念される。
その一方で秋田市では、廃止された博物館の収蔵資料の種類が一部重複していると思わ

れる油谷これくしょんの寄付を受け入れ、廃校になった小学校を改修し、収蔵・展示等を
行う活用が図られている。市内の博物館に収蔵されている資料の価値を判断・評価し、利
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